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 図書館サービスの認知度について。 

[図書館利用者]の間で最も認知

度が高かった図書館サービス

は、「インターネットによる蔵

書検索」で、７０％程度でした。 

[一般市民]の間では、どの図書館

サービスも認知度が５０%以

下でした。 

[その他]、「読書相談・調査相談」 

（  ( に あ た る )レファレンスサービス）の認

知度は、[一般市民]や[中高

生]では５％以下で、[図書館

利用者]の間でも１５％程度でした。 

 

 

 

 

 

 

 図書館に求める取組等について。 

[一般市民]は、今後利用しやすく

するための取組として、約３分

(ぶん)の１の人がネットワーク

環境（Wi-Fi 等）の充実を求め

ている。ことがわかりました。 

[図書館利用者]では、蔵書の充実

を求める人が最も多い。という結果となりました。 

[中高生]は、60%以上の人がネ

ットワーク環境（Wi-Fi 等）の

充実を求めている。という結

果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

34.1

30.1

29.3

23.1

20.5

16.9

16.5

13.6

12.0

11.4

11.3

7.9

23.4

26.3

58.8

18.1

17.8

15.9

12.3

11.3

7.8

9.0

9.1

6.8

64.6

42.5

17.2

12.4

19.9

2.3

14.5

11.1

10.7

4.6

8.6

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

ネットワーク環境（Ｗｉ－Ｆｉ等）の充実

読書スペースやパソコン席等の充実

蔵書の充実

図書館を訪れたくなるようなイベントの

開催

子どもが読書や図書館に親しめる取組

み

学び直し等につながる講演会や講座の

開催

調べ物や本・資料を探す手助けの充実

自動貸出・返却機の拡充

電子書籍の充実（大人向け電子書籍を

含む）

図書館からの情報発信（ホームページ充

実、SNS発信、地域情報提供等）

本の返却場所の増設

その他

今後利用しやすくするために

図書館に求めること（複数回答可）

一般市民（692人） 図書館利用者（822人） 中高生（951人）
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 図書館でできたらよいと思うことについて。 

[一般市民]と[図書館利用者]、

[中高生]は、本を読む・借りる

以外に図書館でできたらよい

こととして、本を読まなくても

ふらっと立ち寄り、気がねな

く過ごせるとよいと考えてい

る。ことがわかりました。 

[小学生]は、本を読む・借りる以

外に、家族や友達と一緒に楽

しく過ごせるとよいと考えて

いる。ことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

括弧（２）。利用者アンケート。 

図書館では、利用者を対象に令和元年度を除く毎年度、アンケート調査を実施し、

図書館サービスの満足度を調査しています。 

図書館の各サービスに対し、図書館利用者が「非常に満足」又は「満足」とした回答

の割合の合計は、令和５年度時点で、「職員の応対」及び「職員の知識や説明」が９８％

以上、「調べものの支援」 、及び「展示・行事の内容」、「探しやすい配架」では 、９３％前後

となっています。「充実した蔵書」については、９０％となっており、図書館利用者の満

足度は高いといえます。 

（計画策定の参考にした調査結果等についての説明は、以上です。） 
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５。北九州市立図書館協議会。 

北九州市立図書館協議会は、図書館の運営に関し館長の諮問に応じるとともに、図書

館の行う図書館奉仕について、館長に対して意見を述べる機関で、教育委員会が任命し

た委員により構成されています。 

（以下、策定に関わった北九州市立図書館協議会委員の氏名、敬称略、を読み上げます。） 

区分 氏  名 所属団体役職名 備考 

学 校 教 育

関係者 

本田 壽志 北九州市学校図書館協議会会長  

上満(うえみつ)佳子 北九州市学校図書館協議会副会長  

谷川 陽一 福岡県公立高等学校長協会北九州地区前(ぜん)会長 ～R6 年.4 月.25 日まで 

石川 一仁 福岡県公立高等学校長協会北九州地区会長 R6 年.4 月.26 日から～ 

麻生 恭子 （一社）北九州市私立幼稚園連盟前理事 ～R6 年.4 月.25 日まで 

有田 裕子 （一社）北九州市私立幼稚園連盟理事 R6 年.4 月.26 日から～ 

家 庭 教 育

の 向 上 に

資 す る 活

動 を 行 う

者 

福田 百合加 （一社）北九州市ＰＴＡ協議会相談役 北九州市立図書館協議会副会長 

北野 久美 （一社）北九州市保育所連盟副会長 ～R6 年.4 月.25 日まで 

伊賀良 昌宏 （一社）北九州市保育所連盟副会長 R6 年.4 月.26 日から～ 

末吉 智久美 （一社）北九州青年会議所理事  

山中 啓稔(ひろとし) 公募委員  

社 会 教 育

関係者 

宮本 和代 北九州市社会教育委員  

吉松 喜美子 北九州市婦人団体協議会監査  

林 芳江 北九州市障害福祉団体連絡協議会会長  

阿部 和代 北九州児童文化連盟副会長 ～R6 年.６月.２７日まで 

八木 真恵 北九州児童文化連盟理事 R6 年.６月.２８日から～ 

学 識 経 験

者 

中尾 泰士 北九州市立大学前(ぜん)図書館長 北九州市立図書館協議会会長 

山口 秋義 九州国際大学図書館長  

鈴木 研 公募委員  
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６。策定の経過。 

事前の市民意識調査、利用者アンケート、市民意見公募（パブリックコメント）手続きな

どにより、ひろく市民の意見を取り入れながら本計画を策定しました。 

 

令和５年 ５月 

 

北九州市立図書館協議会へ諮問 

これからの図書館のあり方について（諮問）をしました。 

令和５年 ８月 市民意識調査 

「これからの図書館のあり方」に関するアンケートを実施しました。 

  

令和６年 ５月 

 

北九州市立図書館協議会による答申 

これからの図書館のあり方について（答申）を受けました。 

  

令和６年 ６月 策定について報告 

市議会常任委員会にて、基本計画の策定について報告しました。 

令和６年 ７月 素案の提示 

○北九州市立図書館協議会（７月） 

○北九州市教育委員会会議（９月） 

○市議会常任委員会（１０月） 

○市民意見公募（１０月 9 日～１1 月 5 日） 

令和６年１２月 最終案の公表 

市議会常任委員会にて、基本計画の策定について報告しました。 

  

令和７年 3 月 

 

策定 
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